
 
令和令和 
 
 
 

日頃から、市民の皆様には、本市の環境行政に対しましてご理解とご協力をいただき、厚く

お礼申し上げます。 

この調査は、令和元年5月から試行している、「もえるごみ」の戸別収集モデル事業地区の

皆様を対象に、当該事業の評価や感想をお伺いするものです。結果は、戸別収集の有効性や課

題を検証するデータとしてまとめ、将来のより良い収集方法の検討を進めるために活用させて

いただきます。 

なお、調査の回答内容は、統計的な処理のみに使用され、個人は特定されません。調査の趣

旨をご理解いただき、率直なご意見をお聞かせくださいますようお願い申し上げます。 

令和元年 月 日 厚木市 環境事業課  

A あなた自身についてお聞きします。 

問１ 居住地区・年齢をお答えください。（それぞれ〇は１つ） 

居住地 1)金田    2)小野    3)まつかげ台 

年齢 1)10代   2)20代   3)30代   4)40代   5)50代   6)60代   7)70代以上 

世帯人数 1)１人    2)２人    3)３人    4)４人    5)５人    6)６人以上 

居住形態 1)戸建て住宅   2)マンション・アパート   3)その他（   ） 
 

B もえるごみ戸別収集モデル事業についてお聞きします。 

問２ 「もえるごみ」は、どの方法で出していますか。（当てはまるものすべてに〇） 

1)ポリバケツなどの容器を使用   2)カラスよけネットなどの網を使用 

3)カゴやケースを上から被せる   4)袋に入れてそのまま出す    5)その他（             ） 

問３ 戸別収集になって、「もえるごみ」を出す量に変化はありましたか。（〇は１つ） 

1)減った      2)少し減った      3)変わらない      4)少し増えた      5)増えた 

問４ 集積所での収集と比較して、「もえるごみ」を出す負担は減りましたか。（〇は１つ） 

1)負担が減った  2)少し負担が減った  3)変わらない  4)少し負担が増えた  5)負担が増えた 

問５ 戸別収集になって、資源とごみの分別を意識するようになりましたか。（〇は１つ） 

1)分別を意識するようになった     2)少し意識するようになった     3)変わらない 

4)あまり意識しなかった         5)意識しなかった 

問６ あなたはごみ減量のためにどんな工夫をしていますか。（当てはまるものすべてに〇） 

1)ペットボトル・食品トレイ・段ボールなどの資源をスーパーなどの店頭回収に出している 

2)マイバッグ・マイボトルなどのリユース製品を活用している。 

３)せん定枝は「もえるごみ」の日に出さず、資源として出している。 

4)生ごみ処理機を使用している（厚木キエーロ、コンポスト、電動処理機など） 

5)不用品をリサイクルショップ、古書取扱店、ネットオークションなどに出している 

6)特に何もしていない 

7)その他（                                            ） 
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問７ 戸別収集になって、次の各項目について変化はありますか。（それぞれ〇は１つ） 

7-1 個人情報の不安 1)増えた  2)少し増えた  3)変わらず  4)少し減った  5)減った 

7-2 地域コミュニケーション 1)増えた  2)少し増えた  3)変わらず  4)少し減った  5)減った 

7-3 歩行の妨げ・交通渋滞 1)増えた  2)少し増えた  3)変わらず  4)少し減った  5)減った 

7-4 ごみの取り残し 1)増えた  2)少し増えた  3)変わらず  4)少し減った  5)減った 

7-5 カラスや猫などの被害 1)増えた  2)少し増えた  3)変わらず  4)少し減った  5)減った 

7-6 不法投棄・ポイ捨て 1)増えた  2)少し増えた  3)変わらず  4)少し減った  5)減った 

問８ 資源を集積所、もえるごみを戸別で収集することに満足していますか。（〇は１つ） 

1)満足している   2)おおむね満足している   3)あまり満足していない   4)満足していない 

問９ ごみの減量と資源化に最も効果があると思う収集方法はどれですか。（〇は１つ） 

1)「もえるごみ」を戸別収集、「資源」を集積所で収集する（現在のモデル事業内容） 

2)ごみと資源をすべて集積所で収集する（以前の収集方法） 

3)ごみと資源をすべて戸別収集する（集積所収集はしない） 

4)その他（                                ） 

問10 ごみ減量と資源化を推進するために、有料の指定袋による、ごみを出す量に応じた負担
は必要だと思いますか。（分別の取組みにより負担が増減する仕組み）（〇は１つ） 

1)必要だと思う   2)必要ないと思う  3)その他（                              ） 

問11 本市の資源とごみの収集体制について、どのように思いますか。（〇は１つ） 

1)満足している   2)満足していない   3)その他   4)特にない   5)わからない 

そう思われるのはなぜですか。ご意見・ご感想・困り事などがあれば是非お聞かせください。（自由記述） 

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 

 

【回収について】 ご記入いただいた用紙は、お手数ですが同封の返信用封筒に入れて、 

令和２年１月〇日までに切手を貼らず、郵便ポストに投函してください。 

 

【結果について】 アンケートの結果については、後日、市のホームページに公開します。 

 

（お問い合わせ先）厚木市 環境事業課 資源循環係 ☎046-225-2790（直通） 


